
はじめに

人はアルコールという飲み物を嗜好品として身近に置

いて重宝してきた１）．アルコールには，人間を楽しい気

分にさせ，活気づかせる不思議な力がある２）．また，ア

ルコールは精神に働きかける物質であるため，問題を解

決したり，社会でうまくやっていけるような気持ちに

なったり，酒を飲んだほうが何かを達成できるような気

持ちになる場合がある３，４）．

しかしアルコールは薬物としての面も持ち合わせ，長

期飲酒や大量飲酒は依存性を高め，身体依存や精神依存

を引き起こす作用がある．また，中枢神経系の働きを鈍

らせ，自制心や緊張感が解放され，大量飲酒により気分

を安定させるセロトニンが減少し，軽いうつ状態，不眠，

だるさ，不安感，集中力低下といった症状が出現する５，６）．

飲酒の仕方を誤った場合には，気分が高揚し，過剰な行

動や人間関係の破壊，夫婦関係の崩壊，家族の破壊，経

済的な問題の発生，仕事・社会への悪影響など仕事や家

庭における深刻なさまざまな問題を引き起こす場合もあ

る７）．

アルコール依存症と夫婦関係に着目すると，アルコー
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要 旨

背景：アルコール依存症では，支えとなる婚姻の有無が，問題行動に大きな影響を与え，それが治療

方針や予後を決定する因子となることが多い．

目的：本研究では，婚姻の有無がアルコール依存に関連する問題と断酒継続にどのような影響を与え

るかについて検討した．

方法：調査対象者は断酒会会員２９４人を調査対象とした．回収率は５６．８％（１６７名：男性１５０名，女性

１７名）であった．調査内容は，婚姻の有無に加え，①飲酒による問題行動（飲酒で喧嘩・警察

沙汰になった）の有無，②飲酒による対人関係の崩壊の有無，③アルコール依存症の認知の有

無，④現在の節酒の可能性の有無，⑤機会飲酒（冠婚葬祭・会合等）の経験の有無，⑥断酒会

に入会する前の断酒の経験の有無，⑦断酒後の生活の変化，⑧スリップ（再飲酒）の経験の有

無，⑨飲酒欲求の有無，⑩問題飲酒の経験の有無，⑪断酒会以外への所属状況であった．

結果：飲酒による問題行動（飲酒で喧嘩・警察沙汰になった）（�２＝３．９８，P＜０．０５），断酒会以外への

所属状況（�２＝４．００，P＜０．０５）では，未婚者が有意に多かった．

結論：既婚者の場合には，配偶者が飲酒による問題行動を警察沙汰にまでしないように制止もしくは

緩衝する役割を果たしていると推察された．また未婚者は断酒を日々継続していく生活の工夫

として断酒外以外の他の組織にも所属していると推察された．
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ル依存症では別居もしくは離婚の可能性が少なくとも一

般人口の約４倍あり８），夫の暴力や問題飲酒が，妻の夫

婦関係への不満と離婚の決心につながっていることが指

摘されている９）．さらに夫婦関係の崩壊の危険な兆候と

して，アルコール消費量の多さも指摘されている１０）．

アルコール依存症では，支えとなる婚姻の有無が，問

題行動に大きな影響を与え，それが治療方針や予後を決

定する因子となることが多い１１）．国内では断酒会員の結

婚に対する満足度を調査したものがあるが１２），婚姻の有

無と飲酒による問題行動との関連を調査したものは見あ

たらない．そこで婚姻が飲酒による問題行動と断酒継続

に関係しているかを分析することで，今後の断酒会会員

の家族支援のあり方を探索するために調査を行った．

目 的

本研究では，筆者らが先に報告した調査結果１３）を基に，

婚姻の有無がアルコールに関連する問題と断酒継続にど

のような影響を与えるかを明らかにすることを目的とし

た．

調査方法

１．調査対象者

A県中央部の a断酒会，b断酒会，B県東部に位置す

る c断酒会，同じく B県北部山間部の d断酒会に所属

する断酒会会員２９４人を調査対象とした．回収率は５６．８％

（１６７名：男性１５０名，女性１７名）であった．

調査対象者の平均年齢は５８．６±１１．１（mean±SD）（男

性５９．７±１０．５，女性４８±１１．７）歳であった．初回飲酒年

齢は平均１８．４±６．３歳であり，１５歳未満が男性２８名，女

性５名であった．飲酒歴は平均２５．４±１１．３年（男性２６．４

年，女性１６．５年）であった．平均断酒期間は１０年１ヵ月

±９年６ヵ月（男性１０年７ヵ月，女性４年６ヵ月）であっ

た．既婚者は１３６名（８１．４％），未婚者は２６名（１５．６％），

未記入の者５名（３．０％）であった．なお，ここでいう

既婚，未婚は，非調査者にアンケートで「１．既婚，２．

未婚」の選択肢を示し，回答者が判断した婚姻状態のこ

とである．

２．調査方法

調査用紙は，事前に各断酒会長の許可を得た上で，郵

送もしくは断酒会役員に直接手渡して配布した．

３．調査内容

質問内容は，年齢，性別，初回飲酒年齢，飲酒歴，断

酒期間，婚姻の有無に加え，①飲酒による問題行動の有

無，②飲酒による対人関係の崩壊の有無，③アルコール

依存症の認知の有無，④現在の節酒の可能性の有無，⑤

機会飲酒（冠婚葬祭・会合等）の経験の有無，⑥断酒会

に入会する前の断酒の経験の有無，⑦断酒後の生活の変

化，⑧スリップ（再飲酒）の経験の有無，⑨飲酒欲求の

有無，⑩問題飲酒の経験の有無，⑪断酒会以外への所属

状況，について調査した．

４．調査期間

２００５年６月中旬から２００５年８月末であった．

５．分析方法

各調査項目について，クロス集計を行い，�２検定もし

くはイエーツ補正の �２検定を行った．なお，有意水準

は５％以下とした．

６．倫理的配慮

断酒会場に足を運び，断酒会会員に研究の意義と目的，

および個人が特定されないように十分にプライバシーに

は配慮することや，研究以外には調査結果を用いない旨

説明した．郵送での返送をもって同意が得られたものと

した．

結 果

飲酒による問題行動の有無（酒で喧嘩や警察沙汰に

なった）について分析した結果，既婚者で経験があった

と回答した人は６５人（４８．８％），未婚者は１７人（７３．９％）

であり，未婚者が有意に多かった（�２＝３．９８，P＜０．０５）

（表１－a）．

飲酒による対人関係の崩壊（人間関係がまずくなっ

た）の有無では，既婚者で経験があったと回答した人は

７４人（５７．４％），未婚者は１８人（７５％）で有意差はみら

れなかった（�２＝２．６３，P＝０．１１）（表１－b）．

アルコール依存症の認知について分析した．既婚者で

アルコール依存症と認知していると回答した人は１２１人

（９１．７％）で，未婚者は２３人（９５．８％）で有意差はみら

れなかった（�２＝０．５０，P＝０．４８）（表１－c）．
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表１ 婚姻状況と飲酒関連問題・断酒継続との関係

質問項目

a．飲酒による問題行動の有無
（n＝１５６）

現在の婚姻状態
はい
n（％）

いいえ
n（％）

�２ P

既婚
未婚

６５（４８．８）
１７（７３．９）

６８（５１．２）
６（２６．１）

４．９３ ０．０４６

b．飲酒による対人関係の崩壊の有無
（n＝１５３）

はい
n（％）

いいえ
n（％）

既婚
未婚

７４（５７．４）
１８（７５）

５５（４２．６）
６（２５）

２．６３ ０．１０５

c．アルコール依存症の認知の有無
（n＝１５６）

はい
n（％）

いいえ
n（％）

既婚
未婚

１２１（９１．７）
２３（９５．８）

１１（８．３）
１（４．２）

０．５ ０．７７３

d．現在の節酒の可能性の有無
（n＝１３２）

はい
n（％）

いいえ
n（％）

既婚
未婚

１３（１１．６）
１（５）

９９（８８．４）
１９（９５）

０．２３ ０．６２４

e．機会飲酒（冠婚葬祭・会合等）の経験
の有無（n＝１０８）

はい
n（％）

いいえ
n（％）

既婚
未婚

１９（２１．１）
５（２７．８）

７１（７８．９）
１３（７２．２）

０．３９ ０．５３５

f ．断酒会に入会する前の断酒の経験の有
無（n＝１６１）

はい
n（％）

いいえ
n（％）

既婚
未婚

１１９（８８．１）
２０（７６．９）

１６（１１．９）
６（２３．１）

２．３３ ０．１２７

g．断酒後の生活の変化（n＝１４２）

良かった
n（％）

苦しかった
n（％）

既婚
未婚

９５（７８．５）
１５（７１．４）

２６（２１．５）
６（２８．６）

０．５１ ０．４７３

h．スリップ（再飲酒）の経験の有無
（n＝１５２）

ある
n（％）

ない
n（％）

既婚
未婚

６３（５０）
１６（６１．５）

６３（５０）
１０（３８．５）

１．１５ ０．２８４

i ．飲酒欲求の有無（n＝１４３）

はい
n（％）

いいえ
n（％）

既婚
未婚

６５（５４．６）
１７（７０．８）

５４（４５．５）
７（２９．８）

２．１５ ０．１４３

j ．問題飲酒の経験の有無（n＝１３１）

ある
n（％）

ない
n（％）

既婚
未婚

８４（７７．１）
１６（７２．７）

２５（２２．９）
６（２７．３）

０．１９ ０．６６２

k．断酒会以外への所属状況（n＝１３７）

している
n（％）

していない
n（％）

既婚
未婚

９（７．９）
５（２１．８）

１０５（９２．１）
１８（７８．２）

３．９９ ０．０４５
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現在の節酒の可能性の有無については，既婚者で，節

酒できると回答した人は１３人（１１．６％）で，未婚者は１

人（５％）であり，有意差はみられなかった（�２＝０．２３，

P＝０．６３）（表１－d）.

機会飲酒（冠婚葬祭，会合等）の経験では，既婚者で

機会飲酒の経験があると回答した人は１９人（２１．１％）で，

未婚者は５人（２７．８％）で有意差はみられなかった（�２

＝０．３９，P＝０．５３）（表１－e）．

断酒会に入会する前の断酒の経験では，既婚者で断酒

の経験があると回答した人は１１９人（８８．１％）で，未婚

者は２０人（７６．８％）で有意差はみられなかった（�２＝２．３３，

P＝０．１３）（表１－f）．

断酒後の生活の変化では，既婚者で断酒後の生活が良

かったと回答した人は９５人（７８．５％），未婚者は１５人

（７１．４％）で有意差はみられなかった（�２＝０．５１，P＝

０．４７）（表１－g）.

スリップ（再飲酒）の経験では，既婚者でスリップ経

験があると回答した人は６３人（５０％），未婚者は１６人

（６１．５％）で有意差はみられなかった．（�２＝１．１５，P＝

０．２８）（表１－h）.

飲酒欲求の有無について分析した結果，既婚者で飲酒

欲求があると回答した人は６５人（５４．６％），未婚者は１７

人（７０．８％）で有意差はみられなかった（�２＝２．１５，P

＝０．１４）（表１－i）．

問題飲酒（二日酔いで欠勤する等）の経験の有無では，

既婚者で問題飲酒をしたことがあると回答した人は８４人

（７７．１％），未婚者は１６人（７２．７％）で有意差はみられ

なかった（�２＝０．１９，P＝０．６６）（表１－j）．

断酒会以外への所属では，既婚者で断酒会以外に所属

していると回答した人は９人（７．９％），未婚者は５人

（２１．８％）であり，未婚者が有意に多かった（�２＝３．９９，

P＜０．０５）（表１－k）．

考 察

飲酒による問題行動については，結婚の有無によって

特徴的な差があるのではないかと考えていた．しかし既

婚者より未婚者が有意に多かった項目は，飲酒による問

題行動（酒で喧嘩や警察沙汰になった）と断酒会以外へ

の所属状況の２項目であった．

未婚者では飲酒による喧嘩は，私的な場での家庭内よ

りも公共の場としての酒場等で起こることが多いのでは

ないかと推察される．公共の場では，喧嘩の仲裁者に警

察が入ることがあるため，警察沙汰になりやすいのでは

ないかと推察される．

長期に飲み続けているアルコール依存症者の周りには，

飲み続けることを可能にしている人（イネイブラー）が

存在する場合がある．既婚者の場合には，配偶者がイネ

イブラーとして対応することが考えられる．配偶者が飲

酒による問題行動を警察沙汰にまでしないように制止し，

緩衝する役割を果たしていると推察される１４，１５）．

次に断酒会以外への所属では，未婚者が有意に多かっ

た．断酒を継続するためには本人だけでなく家族・支援

者の存在が必要不可欠である１６，１７）．断酒会では家族に支

援者の役割を期待され，断酒会例会への家族同伴参加が

みうけられる．家族は断酒継続の支援者であり，アルコー

ル依存症者と家族の凝集性を強化することで断酒継続の

可能性が高くなる．既婚者の場合，本人と配偶者が断酒

継続という共通目標を持ち，家族間の凝集性も高まれば

断酒会例会以外の場でも，精神的な関わりも安定し断酒

継続に良い効果を与えている可能性がある．

大野は，「断酒会に参加している夫婦の結婚満足度は，

断酒会に参加することで自己を受容し，他人を助けるこ

とで，結婚満足度を高める可能性がある１８）」と指摘して

いる．断酒会の中で，家族ぐるみでの断酒の取り組みが

みられるが，家族で心の悩みを共有し合うこと，また冠

婚葬祭等の対応方法に関しても酒宴などには，家族に代

理出席してもらうなどを学ぶ．また方は「断酒会で家族

関係を深める場の中で，配偶者をはじめ家族も発言を行

うため，家族の思いを相互に知らされ，すぐには夫婦関

係を修復できないが，ともに会に参加することで互いの

理解を深める１９）」と述べている．つまり断酒会が，断酒

のためのさまざまな情報交換の場となっていると考えら

れる．

一方，未婚者は断酒の支援者を断酒会以外の場にも求

めている可能性がある．未婚者は断酒会例会が毎日どこ

かで開催されていないのであれば，その空白日を断酒会

以外の組織に所属することで断酒会以外の仲間ともつな

がりながら断酒継続をしていると推察される．すなわち

断酒を日々継続していく生活の工夫として他の組織にも

所属していると推察された．

有意差が認められなかった調査項目は，②飲酒による

対人関係の崩壊の有無，③アルコール依存症の認知の有

無，④現在の節酒の可能性の有無，⑤機会飲酒（冠婚葬

祭・会合等）の経験の有無，⑥断酒会に入会する前の断

酒の経験の有無，⑦断酒後の生活の変化，⑧スリップ（再
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飲酒）の経験の有無，⑨飲酒欲求の有無，⑩問題飲酒（二

日酔いで欠勤する等）の経験の有無であった．

アルコール依存症の認知の有無，現在の節酒の可能性

の有無，断酒後の生活の変化，飲酒欲求の有無などにつ

いては，有意差はなく，断酒会への参加が断酒継続のた

めに重要であることがあらためて確認された２０）．

断酒の支援の強化として，配偶者が緩衝する役割を果

たしていること．また未婚者については，断酒をするた

めの仲間が必要であることを考慮して看護する必要があ

る．

しかし，配偶者のイネイブラーの問題や断酒仲間が飲

酒機会の仲間に変わるおそれがあることも看護の課題で

あると考える．

本研究の限界として，対象者の性別，既婚・未婚の人

数に偏りがあった．そのため本研究を発展させていくた

めには，男女別の偏りを少なくしていく必要があると考

える．

おわりに

断酒会に参加しているメンバーを対象として，飲酒に

よる問題行動に結婚が影響を及ぼしているかを調査した．

今回の調査では，飲酒による対人関係の崩壊については，

職場関係や友人を対象としており，配偶者同志の関係の

崩壊については調べていない．

本研究の限界として，今後は未婚者の離婚の有無や既

婚者の再婚の有無についても調べていく必要がある．ま

た，今回は断酒会に参加しているメンバーを対象として

調査を行ったが，同じような断酒に関連した自助グルー

プの AA（Alcoholics Anonymous）についても調査を

行い，婚姻の有無と飲酒による問題行動との関連を明確

にしていきたい．
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Abstract

AIM : Alcoholism is a relevant problem in public health. Family intervention is a necessary condition for

the complete recovery of the alcoholic and their partners. The family system is a more powerful force than

the addiction itself and has great potential for overcoming or sustaining the alcoholism. The purpose of this

study was to investigate the relationship between the marriage status and the problem associated with

alcohol dependence and abstinence.

METHOD : A mail survey and/or a placement method survey of alcohol dependency were conducted in two

prefectures. Subjects were２９４recovering alcoholic and they were members of“Danshu-kai”（Japan Sobri-

ety Association）for total abstinence. The response rate was５６．８％（１５０males，１７females）. Survey con-

tents were a marriage status, problem associated with alcohol dependence, and items related to continue

abstinence.

RESULTS : In the item of problem behavior（fight or a problems with police）by drinking（�２＝３．９８，P＜

０．０５）and belonging to the Danshu-kai and the other group（�２＝４．００，P＜０．０５），there were many replies

of unmarried people significantly compared with married people.

CONCLUSION : The findings suggest that alcohol-dependent clients’ partner was repressing or adjusting

the alcohol problems in the case of the married person, the unmarried person belonged also to the Danshu-

kai and the other group as a device to continue abstinence.

Key words : marital status, alcohol addiction,“Danshu-kai”（Japan Sobriety Association）
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